
学
校
選
択
制
が
意
識
を
変
え
る

来
日
品
郎
品
川
区
立
獄
氏
前
小
学
校
長

浅
木
麻
人

品
川
区
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
「
学
校
選
択

制
」
を
滋
入
し
ま
し
た
・
当
初
は
、
各
界
か
ら

「
学
校
絡
韮
が
広
が
る
」
「
地
域
が
倣
附
唱
す
る
」
な

ど
疏
々
た
る
非
難
が
集
中
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
学
校
間
絡
差
は
選
択
制
を
羽
入
し
な

く
て
も
存
伍
し
て
お
り
、
雌
も
そ
の
こ
と
を
指
摘

し
な
か
っ
た
し
問
削
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
が

現
実
の
姿
で
す
．
公
立
学
校
は
平
等

・
公
平
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
主
強
の
陰
で
不
平
等
を

淑
存
し
て
い
た
の
で
す
。

学
校
選
択
制
は
、
保
惣
辛
口
の
声
を
反
映
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
、
き
ち
ん
と
対
応
策

を
示
し
た
り
、
学
校
の
考
え
を
伝
え
た
り
し
て
理

解
を
得
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い

わ
ゆ
る
マ
ニ
フ
ア
ク
チ
ャ
！
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ

テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
．

そ
の
こ
と
で
、

閉
鎖
的
で
編
成
的
だ
と
い
わ
れ

た
学
校
の
安
駄
目
は
随
分
改
普
さ
れ
、
反
対
に
正
し

い
山
口
と
白
党
が
教

μに
古
川
ま
れ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
．

一一3
1
J問

題
点
一
一

井
内
清
満
一

こ
の
件
は
、
家
庭
の
問
題
で
す
か
ら
家
で
よ
く
相

談
し
て
く
だ
さ
い
．
と
呼
び
出
し
た
保
餓
車
内
に
い
う

学
校
。
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
困
っ
て

い
る
の
に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
な
い
。

鋭
や
先
生

に
対
す
る
暴
力
や
口
敏
吉
で
困
感
し
て
い
る
中
3
児
子

の
保
泌
者
に
対
し
稲
し
た

π必
だ
ゅ
同
線
通
学
し
て

い
る
巾
2
の
児
女
の
保
館
者
に
あ
ま
り
騒
ぐ
と
キ
レ

る
と
困
る
か
ら
し
ば
ら
く
綴
子
を
見
ま
し
ょ
う
。
と

信
導
な
の
か
逃
げ
な
の
か
分
か
ら
な
い
話
を
平
気
で

す
る
教
師
が
い
る
・
私
が
相
談
を
受
け
て
僅
か
2
時

間
で
母
親
の
虐
待
を
聞
き
出
し
た
の
に
学
校
側
は
2

年
も
た
つ
て
発
見
で
き
な
か
っ
た
事
件
な
ど
。
協
力

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
学
校
は
、
生
徒
指
導
先
生
の

孤
軍
奮
闘
だ
け
が
目
立
つ
・
い
じ
め
も
そ
う
だ
「
当

校
に
は
い
じ
め
問
姐
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
な
う
か
ら

子
ど
も
た
ち
は
「
こ
こ
で
は
も
う
相
鮫
で
き
な
い
ん

だ
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。
相
談
を
受
け
る
子
ど
も
た

ち
は
「
黙
っ
て
聞
い
て
あ
げ
る
だ
け
で
」
立
ち
直
り

の
き
っ
か
け
を
作
れ
る
の
に
．
今．

一致
協
力
で
き

る
体
制
作
り
が
学
校
側
に
求
め
ら
れ
て
い
る
・

句。

－
匂
臨
時
か
ら
画
時
々
へ
の
鴻
h
の
申
で
脅
え
る

7 

業
務
の
高
付
加
価
値
化
と

そ
の
ア
ピ
ー
ル
を

静
岡
大
学
馬
居
政
幸

保
哨
岨
串
白
か
ら
の
三
重
の
信
頼
で
維
持
さ
れ
る
峨

で
あ
り
、
信
頼
は
給
与

・
保
険

・
身
分
保
附
と
い

う
実
利
と
直
結
す
る
こ
と
へ
の
自
党
と
研
矧
を。

こ
れ
が
私
の
教
育
公
務
員
似
の
出
発
点
で
あ
る
・

信
頼
H
実
利
の

一
重
目
は
臓
に
就
く
だ
け
で
先

生
と
呼
ば
れ
る
立
川
と
制限酬
・
二
血
目
は
公
務
自

と
し
て
の
身
分
保
問
。
三
虫
日
は
た
だ
の
公
務
日

と
巣
な
る
（
優
遇
？
）
就
業
規
則
と
給
与
体
系・

一
亜
日
の
信
頼
と
実
利
の
み
で
添
附
す
る
の
が

予
備
校
、
盤
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
講
師
。
そ
れ

よ
り
も
二
段
階
高
く
信
頼
と
実
利
を
得
る
と
み
な

さ
れ
る
の
が
公
立
学
校
の
教
諭
．
当
然
、
資
質
能

力
と
行
動
基
準
へ
の
要
訟
も
二
段
階
高
く
な
る。

実
利
の
財
源
は
税
で
あ
る
以
上
、
信
煩
の
ゆ
ら

ぎ
は
保
飽
者
を
舷
え
て
納
税
者
全
体
の
不
公
平
山由

を
Mm－Z
N官
か
ら
民
H

へ
の
疏
れ
と
は
、
信
頼
の

担
保
価
値
の
低
下
に
応
じ
た
実
利
の
適
正
旬

現

状

維
持
を
求
め
る
な
ら
、
勉
や
フ
リ
l
ス
ク
ー
ル
の
先

生
の
三
倍
の
信
頼
に
耐
え
る
業
務
の
向
付
加
側
他

ア
ピ
ー
ル

化
の
明
示
．
こ
れ
が

H

新
H

の
条
件
と
考
え
る
．
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新
・
教
育
公
務
員
保
l
H宮
か
ら
民

Hへ
の
濡
れ
の
中
で
考
え
る

学
校
選
択
制
が
意
識
を
変
え
る
（
浅
木
麻
人
）
か
か
わ
っ
て
恩
う
学
校
の
問
題
点
：
：
〈
井
内
清
海
）
業
務

の
一
品
付
加
価
値
化
と
そ
の
ア
ピ
ー
ル
を
（
馬
居
政
幸
）
時
代
感
覚
に
敏
感
で
、
創
造
力
あ
る
教
師
を
（
梶
井

貢）

い
か
に
「
共
感
」
を
得
る
か
（
加
藤
楽
英
）
今
‘
教
育
公
務
員
と
し
て
生
さ
る
こ
と
（
川
上
範
夫
）
崇
高

な
使
命
を
全
う
で
き
る
人
間
カ
を
（
佐
伯
邦
芳
）
求
め
ら
れ
る
感
性
と
洞
察
力
（
浜
田
幸
作
）
教
育
公
務
員

は
国
民
か
ら
教
育
を
挺
さ
れ
て
い
る
（
宮
崎
正
康
）

学
校
パ
ッ
シ
ン
グ
に
み
る

H

期
待
さ
れ
る
新
・
教
育
公
務
員
侮
H

組
織
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
経
営
感
覚
を
も
っ
た
教
師
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
（
元
曲
線
正
浩
）

m
具
体
的

な
方
針
を
示
し
て
具
現
し
て
み
せ
る
（
有
田
和
正
）
日
天
職
と
し
て
の
教
育
者

l
石
川
啄
木
の
教
育
観
｜
（
池

回
功
）

η
全
人
教
育
に
関
わ
る
人
絡
者
と
し
て
の
教
育
公
務
員
（
岩
谷
俊
行
）
日

Q
＆
A
H
校

門

を

出

た

ら

私

人

で

よ

い

？

杉

田

Q
＆
A
H
学
力
保
障
の
土
曜
日
授
業
は
仕
方
な
い

山
田

Q
＆
A
H虐
待
な
ど
家
庭
の
問
題
に
は
踏
み
込
ま
な
い
：
：
：
j
i－－－
阿
部

Q
＆
A
H
発

達

の

遅

れ

の

指

摘

は

越

権

行

為

か

？

大

森

Q
＆
A
H給
食

費

の

徴

収

は

学

校

の

責

任

？

・

：

：

：

矢

野

Q
＆
A
H教
師

の

自

宅

電

話

は

非

公

開

で

い

い

？

高

階

玲英惣荘
治明修一一治

24 22 20 18 16 14 

教
育
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
た
め
に

行
政
発
一
品
目
制
育
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
不
足
の
事
例
：
・
芦
川
幹

弘

お

・
遠

乗

功

却

枝
長
発
υ

教
育
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
不
足
の
取
例
：
吉
田
和
夫
初

・
根

本

正

雄

ロ

教
員
発

日
教
育
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
不
足
の
事
例
：
長
野
藤
夫

M
・
瀧

沢

広

人

初

教
育
公
務
員
と
し
て
学
力
テ
ス
ト
を
ど
う
露
け
取
る
か

戸
田
忠
雄

事
例
で
早
分
か
り
H
教
育
公
務
員
と
し
て
の
資
質
能
力
が
間
わ
れ
る
時

H

学
校
情
報
の
発
信
と
管
理
’
に
関
わ
る
事
例
研
究
；・
j
i
－－－
：
・
：
：
北
神
正
行
刊

が
教
育
行
政
へ
の
上
告
’に
関
わ
る
事
例
研
究
：
：
j

i

－－
j
j
i
－－－
円

山

博

司

叩

H

法
令
遵
守
意
識
’
に
関
わ
る
事
例
研
究
j

i
－－
j
j
i
－－
j

i
－
－
・
：
佐
藤
晴
雄
付

H

保
護
者
と
の
か
か
わ
り
’に
関
わ
る
事
例
研
究
：
：

j
j
i
－
－
・
：
・
：
西
山

薫

刊

H

指
導
要
録
・通
知
表
’
に
関
わ
る
事
例
研
究
・：
：
：
：
：
：
・
j
i
－－・：：
：
堀

井

啓

幸

柑

，
児
童
・
生
徒
の
懲
成
e
に
関
わ
る
事
例
研
究
：
・

・：

j

i
－－
j

i
－－：：：嶋
崎

政

男

印

「
で
っ
ち
あ
げ
」

l
H殺
人
数
師
事
件

Hか
ら
見
え
て
く
る
も
の

「
子
ど
も
絶
対
主
緩
」
の
陥
葬
（
備
本
戚
弘
）
臼
「
で
っ
ち
あ
げ
』
が
起
き
る
可
能
性
（
宮
崎
俊
哉
）
日

あ
な
た
の
n

教
育
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
度
u
チ
ェ
ッ
ク

職
務
に
必
要
な

N

時
間
感
覚
’
と
は
：
：
j
i
－
－
－
高
山
佳
己
引
－
職
務
に
必
要
な
，法
令
感
覚
e
と
は
・
：
j

i
－
－
川
神
正
輝

総

服
務
に
必
要
な
，
金
銭
感
覚
e
と
は
：
・
j

i
－
－
－
織
田
健
日
ω
－
聡
務
に
必
要
な
，
情
報
感
覚
e
と
は
：
j
i－
－
・
：
染
谷
幸
二

ω

職
務
に
必
要
な
，
官
寝
感
覚
・
と
は
j

i
－
－－
渡
辺
尚
人
間
州国
職
務
に
必
要
な
，
人
位
感
覚
・
と
は
・
：
j
i
－
－
：
鈴
木
智
光
印

総
務
に
必
要
な
，
報
告
感
覚
’
と
は
：
：
j

i
－－

n本
俊
教
灯
－

一
管
理
職
の
た
め
の
，
教
育
の
レ
シ
ピ
と
隠
し
昧
u
圏

回
一
子
供
と
貌
の
「
世
代
型
的
分
析
を
0
・・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・・・
・・・・・
・・
・・・・・・・・・・・・・・・・日・
・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・・・光岡

－
教
育
パ
ウ
チ
ャ

l
一
い
や
で
も
？
学
校
が
変
わ
る
仕
掛
け
司
一

－一数民間肘価はどのように行うべきか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・
・
・
福
井

－
教
育
課
程
改
定
と
学
校
経
営
の
改
革
点
圏

橿

学

校

研

修

を

刺

激

す

る

処

方

護

団

圏

一
二
保
館
者
」
鯵
一
幽
型
の
創
意
工
夫

ω『
学
習
成
果
』
を
田町
価
す
る
－
j
i－－：：：：
i
l
i
－－：：・

1
：
小
森

匝
咽

7
割
れ
窓
H

理
簡
の
生
徒
指
導

l
ゼ
ロ
ト
レ
ラ
ン
ス
が
学
校
の
秩
序
を
回
宿
す
る
司
一

劃
一
一
日
本
に
お
け
る
実
践
事
例

ω・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・日－－－
－－－－－－－－－－－

U
：
藤
平

華

町
管
理
職
に
必
要
な
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
亙

百
劃
一
危
慨
を
紹
〈
『
3
つ
の
内
郎
一
笛
」
を
程
附
せ
よ
’②
敏
一
射
線
開
園
界
仙
慣
喝
事
故
も
「
危
織
票
一
軍
闘
の
欠
落
」
で
館
こ
っ
た
：
・
伊
原

一

2
7地
減
の
声
u

と
学
枝
は
ど
う
向
き
あ
う
か
園

一
夜
庭
教
育
は
号
令
だ
け
で
は
変
わ
ら
な
い
．
具
体
的
な
方
策
こ
そ
が
必
要
：
：
：
j

i
－－
j
i－
－
：
：
成
山

桟
長
講
話

3
分
話
の
知
的
ネ
タ
園

一筆一節の
雷
薫
から：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・
・・・・
・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・青木

寺
脇
研
の

H

教
育
再
生
’
私
寮

l
陪
プ
ラ
ン
の
採
点
に
立
つ
代
案
捜
雷

l
園

一
私
が
『
ゆ
と
り
教
育
』
に
こ
だ
わ
る
わ
け
｜
学
歴
馴
峨
の
次
に
来
る
．
現
実
・
と
は
｜

洋秀
夫
臼

幸

彦

削

茂

66 
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68 

正
俊
市

治
彦

η

伸
生
刊

寺

脇

研

76 
7 

｛，等級デザイン｝ T守手続あI占t’

38 

~tll2 ・ グラビ7 1

食曹のための学校ガーデイニング南］三浦和美

グラビ72・m
学校に伝統文化の活動を箇中村 哲

明石要一

田中健次

61 

開

Mグシチシ

7
f

4
4
9

－
 

ク

佑s

r

 

僧

ポ

岬

m

g

厚

と
g
l
莱

4
J

4

血
耳

H

即

日

本

倒

虜

制

B


